























































































































































































































































































































































































































か？注意すべき点は ３ つあります。 １ つは
「話し方、話の聞き方」です。いつもと様子
が違ったら、何か変わったことはないか声を
かけましょう、そして、悩みを打ち明けられ
たらとにかく話を聞きましょう。しかしなが
ら、安易なアドバイスは厳禁です。特にうつ
状態の人には安易な励ましは厳禁です。もう
すでにこれ以上頑張れないぐらい頑張ってい
る状況なのです。 2 つ目に配慮の仕方です。
まずは休養を進めてください。本人が拒否す
る場合は、なるべく希望を聞きながら、やる
べきこと、今すぐにやらなくていいことの選
択（意思決定）をサポートしましょう。決し
て否定するのではなく、具体的に何が負担に
感じているのか、しっかり話を聞き取りま
しょう。できる限り、負担の低減に努めましょ
う。また、意思判断や意見出しはなるべく避
けて、単純作業（ルーティンワーク等）を割
り振りましょう。何もしない状態は申し訳な
さを招きますのでかえってよくない場合があ
ります。とにかく「あなたがいてくれるだけ
でいいのですよ」といった受容的な雰囲気が
大切です。また安易に「もうよくなった・大
丈夫」という判断をしないようにしましょう。
また、本人の言う「治った・大丈夫」は信用
できないことがあります。医師の判断に従い
ましょう。 3 つ目は「相談窓口へのつなぎ、
専門機関の利用支援」です。多くの人は自ら
支援を求めることはしません。そういった場
合、職場の相談窓口やメンタルヘルスケアの
専門機関の受診・利用を積極的にすすめる必
要があります。専門機関の受診・利用の拒否
感が強く、かつすでに精神症状が重い場合は、
支援者自身が相談の予約をいれて、どのよう
に受診させたらよいかについて相談したり、
同行を促したりすることで、受診・利用して
もらうようにするとよいでしょう、とのこと
でした。
研修会の内容は以上ですが、研修会後の
質疑応答も重要な内容を含んでいました。学
園産業医の倉恒弘彦氏から次のような質問が
ありました「もうこれ以上頑張れない程頑
張っている、しかし人数が不足していてでき
る努力はすべてしているといった組織の場合
どのようにしたらよいでしょうか」というも
ので、それに対して平井氏からは「そういっ
関西福祉科学大学 EAP研究所紀要第 14号
− 62−
た場合は、更に上位の立場の人もしくは組織
が対応するしか方法がありません。大変難し
い、一番難しい問題だと思います」との回答
がありました。管理者側からすると仕事を減
らしたくてもできない、休ませたくてもでき
ないといったジレンマに陥ることがありま
す、また当事者自身も、「私が抜けたらどう
なるだろう」「他の先生に迷惑をかけてしま
う」という気持ちが、人数に限りがあり、そ
して教員のように入れ替えが難しい職種では
特にそういう傾向が強いかもしれません。児
童・生徒・学生のことを考えると仕事を減ら
すことができない部分もあるでしょう。こう
いった状況でどうあるべきか引き続き皆さん
と一緒に考えていきたいと思いました。
（文責：福田早苗）
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平井：メンタルヘルスの基礎知識
